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１　

は
じ
め
に

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
対
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
激
し

い
批
判
や
反
対
運
動
が
行
わ
れ
た
。
同
法
は
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
課
題

や
法
制
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
、「
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
獲
得
し
た
歴
史
的
成
果
」
で
あ
る
と
い
え
る
（
牟
田 

二
〇
〇
六：

二
〇
二―

四
）。
こ
の
同
法
が
す
す
め
る
男
女
共
同
参
画
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー①
を
「
男
ら
し
さ
・
女
ら
し
さ
を
な
く
す
」「
家
族

を
破
壊
す
る
」「
伝
統
文
化
を
否
定
す
る
」
と
批
判
し
た
の
が
、
バ
ッ

ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
る
動
き
で
あ
る②
。

　

こ
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
は
保
守
層
の
人
々
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る

と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、と
り
わ
け
、男
女
共
同
参
画
へ
の
批
判
は
『
産

経
新
聞
』
を
中
心
と
し
た
保
守
系
メ
デ
ィ
ア
上
で
保
守
派
知
識
人
た
ち

に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く

る
会
」（
以
下
「
つ
く
る
会
」
と
略
記
）
や
日
本
最
大
の
保
守
系
組
織
「
日

本
会
議
」
な
ど
の
団
体
に
属
す
る
人
々
が
、
自
治
体
の
男
女
共
同
参
画

条
例
に
反
対
す
る
た
め
に
地
方
議
会
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
は
一
定
の
主
婦
層
が
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
主
婦
た
ち
は
主
に
草
の
根
運
動
の
担
い
手
と
し
て
地
方
行
政
レ
ベ

ル
で
活
動
し
、「
専
業
主
婦
を
否
定
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
男
女
共
同

参
画
を
批
判
し
て
い
る
。
女
性
の
地
位
向
上
を
目
指
す
男
女
共
同
参
画

に
対
し
て
、
な
ぜ
彼
女
た
ち
は
反
対
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
状
況
は
男
女
共
同
参
画
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
主
婦
た
ち
が
な
ぜ
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
参
加
す
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
内
部
の「
家

族
の
価
値
」
に
関
す
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

主
婦
た
ち
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
・
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ

―
―

保
守
系
雑
誌
記
事
の
分
析
か
ら―

―
鈴
木 

彩
加
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の
た
め
に
本
稿
で
は
ま
ず
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
概
観
し
、
先
行
研
究

で
得
ら
れ
た
知
見
か
ら
こ
れ
ら
の
主
婦
た
ち
を
ど
こ
ま
で
説
明
で
き
る

の
か
を
検
討
す
る
（
第
二
節
）。
次
に
、
男
女
共
同
参
画
に
反
対
す
る

保
守
系
雑
誌
・
会
報
・
ミ
ニ
コ
ミ
誌
の
記
事
を
論
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

着
目
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
主
婦
た
ち
が
何
に
関
心
を
持
ち
、
ど
の

観
点
か
ら
男
女
共
同
参
画
を
批
判
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
（
第

四
節
）。
そ
し
て
、
分
析
で
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
主
婦
に
着
目

し
た
際
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
全
体
像
を
提
示
す
る
（
第
五
節
）。

２　

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
中
の
主
婦
た
ち

２
・
１　

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
は

　

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
（backlash

）
と
は
「
反
動
」
や
「
揺
り
戻
し
」

を
意
味
す
る
が
、
今
日
で
は
特
に
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
「
攻
撃
」

の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る③
。
本
稿
で
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
（
男

女
共
同
参
画
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
、
男
女
平
等
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
な

ど
）
の
施
策
が
す
す
む
こ
と
に
対
す
る
組
織
的
な
攻
撃
（
反
響
、
巻
き

返
し
、
反
動
、
抵
抗
）」
と
い
う
伊
田
広
行
に
よ
る
定
義
を
採
用
し
（
伊

田 

二
〇
〇
六：

一
七
六
）、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
登
場
し
た
男
女
共
同

参
画
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
へ
の
批
判
や
反
対
運
動
を
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と

し
て
扱
う
。

　

そ
れ
で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
動
き
が
見
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

細
谷
実
（
二
〇
〇
五
）
は
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
「
功
労
者
」
は
か
な

り
明
確
に
特
定
で
き
る
と
し
、『
産
経
新
聞
』
と
大
衆
雑
誌
『
正
論
』

の
サ
ン
ケ
イ
・
メ
デ
ィ
ア
を
挙
げ
て
い
る④
。
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
『
正

論
』
及
び
同
種
の
保
守
系
大
衆
雑
誌
『
諸
君
！
』
誌
上
で
、
男
女
共
同

参
画
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
批
判
す
る
記
事
が
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
記
事
で
は
、
基
本
法
は
「
男
ら
し
さ
／
女
ら
し
さ
を
否

定
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
破
壊
す
る
」、「
専
業
主
婦
を
否
定
す
る
」

と
い
っ
た
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
（
伊
藤 

二
〇
〇
三：

一
一
）。

　

こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
上
の
動
き
は
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
生
産
・

再
生
産
す
る
た
め
の
中
核
的
機
能
を
有
し
て
き
た
と
い
え
る
。
国
会
や

地
方
議
会
で
保
守
系
議
員
が
『
正
論
』『
諸
君
！
』
な
ど
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
を
元
に
し
て
質
疑
を
行
い
、
そ
の
事
実
が
再
び
記
事
に
さ
れ
、

結
果
と
し
て
行
政
が
委
縮
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
竹
信
三
恵
子

（
二
〇
〇
五
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
運
動
レ
ベ
ル
で
は
地
方
行
政
を
舞
台
と
し
、
基
本
法
を
受
け

て
自
治
体
で
制
定
さ
れ
た
男
女
共
同
参
画
条
例
が
争
点
と
な
っ
た
。
既

に
条
例
案
が
制
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
保
守
系
議
員
に
働
き
か
け
て
条

例
の
改
正
や
廃
止
と
い
う
戦
略
が
と
ら
れ
た
（
千
葉
県
）⑤
。
ま
た
、「
男

ら
し
さ
／
女
ら
し
さ
」
な
ど
の
男
女
の
「
特
性
」
を
あ
え
て
強
調
す
る

独
自
の
条
例
を
制
定
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
（
山
口
県
宇
部
市
、
千
葉

県
市
川
市
）。
こ
の
他
に
も
、
条
例
の
運
用
に
一
定
の
制
限
を
課
す
請

願
の
提
出
や
採
択
運
動
も
展
開
さ
れ
て
い
る
（
鹿
児
島
県
、
石
川
県
、

徳
島
県
、
愛
媛
県
松
山
市
）。
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２
・
２　

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
担
う
主
婦

　

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
担
い
手
の
中
に
は
、
一
定
の
主
婦
層
が
存
在
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
主
婦
た
ち
は
特
に
草
の
根
レ
ベ
ル
で
運
動
を
支
え

て
い
る
。
例
え
ば
「
日
本
会
議
」
で
は
女
性
版
組
織
で
あ
る
「
日
本
女

性
の
会
」
が
二
〇
〇
一
年
に
結
成
さ
れ
、
女
性
会
員
に
よ
っ
て
男
女
共

同
参
画
に
特
化
し
た
独
自
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る⑥
。
ま
た
、
山
口

県
宇
部
市
の
条
例
制
定
に
は
、「
男
女
共
同
参
画
を
考
え
る
宇
部
女
性

の
会
」
な
ど
の
草
の
根
女
性
グ
ル
ー
プ
が
運
動
の
一
翼
を
担
っ
た⑦
。

　

彼
女
た
ち
は
、
男
女
共
同
参
画
が
専
業
主
婦
を
否
定
す
る
、
と
い
う

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
主
張
を
、
主
婦
当
事
者
の
立
場
か
ら
発
言
し
て
い

く
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
主
婦
の
存
在
は
早
く
か
ら
言
及
さ

れ
て
き
た
。
例
え
ば
岡
野
八
代
は
、バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
担
い
手
を「
彼

女
た
ち
・
か
れ
ら
た
ち
」
と
表
現
し
、
主
婦
た
ち
が
男
女
共
同
参
画
に

対
し
て
「
専
業
主
婦
で
あ
る
わ
た
し
の
価
値
を
否
定
す
る
の
か
」
と
主

張
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
（
岡
野 

二
〇
〇
五：

五
六
）。
ま
た
、

佐
藤
文
香
も
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
バ
ッ
シ
ン
グ
す
る
「
普
通
の
人
々
」

で
あ
る
主
婦
層
と
若
年
男
性
層
に
対
し
、
社
会
変
化
に
よ
っ
て
こ
れ

ら
の
人
々
が
抱
く
「
自
ら
の
生
の
価
値
が
否
定
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
疎

外
感
」
や
「
苛
立
ち
」
を
男
女
共
同
参
画
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
向
け
る

こ
と
は
適
切
で
は
な
い
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
（
佐
藤 

二
〇
〇
六：

二
一
六
）。

２
・
３　

主
婦
た
ち
は
な
ぜ
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
参
加
す
る
の
か

　

こ
れ
ま
で
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
担
い
手
に
関
し
て
は
数
々
の
言
及
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
主
婦
た
ち
の
運
動
参
加
に
つ
い
て
は
ど

こ
ま
で
説
明
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
バ
ッ
ク
ラ

ッ
シ
ュ
の
担
い
手
は
主
に
三
つ
の
モ
デ
ル
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

ま
ず
、
伝
統
的
保
守
主
義
モ
デ
ル
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
層
に
属
す

る
人
々
は
、「
戦
前
の
家
族
主
義
的
国
家
観
に
つ
な
が
る
」
よ
う
な
性

別
役
割
に
基
づ
い
た
家
父
長
制
型
家
族
を
理
想
と
す
る
人
々
で
あ
る

（
伊
藤 

二
〇
〇
三：

一
五
）。
そ
の
典
型
と
さ
れ
る
の
が
「
日
本
会
議
」

と
い
っ
た
保
守
系
団
体
で
あ
り
、
こ
の
伝
統
的
保
守
主
義
モ
デ
ル
が
バ

ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
担
い
手
を
説
明
す
る
た
め
に
最
も
用
い
ら
れ
て
き

た
。

　

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
参
加
す
る
主
婦
に
つ
い
て
こ
の
モ
デ
ル
が
当
て

は
ま
る
の
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
る
と
、
確
か
に
、
主
婦
た
ち
も
ま
た

何
ら
か
の
保
守
系
団
体
に
属
し
て
お
り
、
保
守
主
義
的
な
側
面
は
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
保
守
主
義
だ
か
ら
男
女
共
同
参

画
に
反
対
す
る
の
か
、
他
の
理
由
か
ら
反
対
し
て
い
る
た
め
に
保
守
運

動
へ
接
続
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
因
果
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

第
二
に
、
既
得
利
益
逸
失
モ
デ
ル
が
あ
る
。
Ａ
・
カ
ッ
ド
（2002

）

に
よ
る
と
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
含
む
進
歩
的
（progressive

）
社
会

運
動
へ
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
は
、
そ
れ
ら
の
社
会
運
動
に
よ
っ
て
制

度
の
変
更
が
試
み
ら
れ
る
と
き
に
既
得
利
益
を
失
う
人
々
に
よ
っ
て
起
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き
る
抵
抗
で
あ
る
。
男
女
共
同
参
画
へ
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て

も
、
性
別
役
割
分
業
な
ど
の
女
性
の
抑
圧
に
よ
っ
て
利
益
を
得
て
い
る

人
々
が
支
持
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
（
竹
信 

二
〇
〇
五
）。

　

日
本
で
も
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
は
小
泉
政
権
下
で
「
主
婦
の
構
造

改
革
」
の
名
で
配
偶
者
特
別
控
除
が
廃
止
さ
れ
、
ま
た
年
金
制
度
の
第

３
号
被
保
険
者
問
題
な
ど
も
議
論
さ
れ
て
お
り
、
佐
藤
（
二
〇
〇
六
）

が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
が
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
参
加
す
る
主
婦
た

ち
の
背
景
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
、
こ
れ

ら
税
制
問
題
に
つ
い
て
主
婦
た
ち
に
と
っ
て
は
既
得
利
益
の
維
持
と
い

う
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
社
会
保
障
問
題
へ
の
批
判
が
な
ぜ

男
女
共
同
参
画
へ
の
批
判
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
確
で
あ

る
。

　

そ
し
て
第
三
が
、「
不
安
」
に
よ
っ
て
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
動
員
さ

れ
る
人
々
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
り
、「
新
し
い
保
守
主
義
」
と
も
呼
ば

れ
る
人
々
で
あ
る（
伊
藤 

二
〇
〇
三：

一
五
）。
こ
の
層
の「
新
し
さ
」は
、

政
治
的
理
念
に
よ
っ
て
思
想
の
左
右
が
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々

人
が
内
包
し
て
い
る
様
々
な
「
不
安
」
か
ら
草
の
根
の
保
守
運
動
に
参

加
し
て
い
る
点
に
あ
る⑧
。
彼
ら
は
長
期
不
況
に
よ
る
雇
用
不
安
、
新
自

由
主
義
政
策
の
推
進
に
よ
る
社
会
福
祉
の
切
り
捨
て
な
ど
に
起
因
す
る

「
不
安
」
か
ら
目
を
そ
ら
す
た
め
に
、
男
女
共
同
参
画
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
を
仮
想
敵
と
し
て
い
る
（
伊
田 

二
〇
〇
五
）。

　

主
婦
に
つ
い
て
も
、
江
原
由
美
子
は
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
背
景
と
し

て
、「
自
ら
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
傷
つ
け
ら
れ
る

こ
と
に
対
す
る
人
び
と
の
不
安
感
や
反
感
」
が
あ
る
と
し
（
江
原 

二
〇
〇
七：

一
九
二
）、
主
婦
が
抱
え
る
「
不
安
」
に
つ
い
て
「
既
婚
女

性
の
多
く
が
働
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
専
業
主
婦
で
あ
る
こ

と
に
自
信
を
失
い
不
安
に
な
る
」
と
指
摘
す
る
（
江
原 

二
〇
〇
七：

一
九
〇
）。
こ
の
よ
う
に
、「
不
安
」
に
よ
る
動
員
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

は
主
婦
の
参
加
を
最
も
整
合
的
に
説
明
で
き
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
漠
然
と
し
た
「
不
安
」
は
、
草
の
根
の
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
さ
せ
、
短
・
中
期
的
に
運
動
を
継
続
さ
せ
る
ほ
ど
の
原
動
力
と

な
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
担
い
手
に
関
す
る
研
究
は
主
婦

た
ち
の
運
動
参
入
に
つ
い
て
一
部
分
で
は
適
合
的
で
あ
る
が
、
説
明
し

き
れ
な
い
部
分
も
残
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
担

う
保
守
系
雑
誌
や
会
報
・
ミ
ニ
コ
ミ
誌
の
記
事
分
析
を
通
し
て
、
主
婦

た
ち
が
何
に
関
心
を
持
ち
、
男
女
共
同
参
画
の
ど
の
よ
う
な
側
面
に
対

し
て
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

３　

デ
ー
タ
の
概
要

　

保
守
言
説
の
分
析
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
は
用
語
の
定
義
を
確
認
し
た

い
。
本
稿
で
は
、執
筆
者
が
主
婦
で
あ
る
と
自
称
し
て
い
る
記
事
を「
主

婦
た
ち
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
し
、
主
婦
以
外
に
よ
る
記
事
を
「
主

流
派
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
し
て
扱
う
。
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
参
加
し

て
い
る
主
婦
た
ち
は
、
運
動
で
は
傍
流
で
あ
る
。
例
え
ば
い
ず
れ
の
雑
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誌
・
会
報
に
お
い
て
も
主
婦
自
身
に
よ
る
論
稿
は
エ
ッ
セ
イ
や
座
談
会

な
ど
の
形
で
の
み
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
紙
幅
の
割
り
当
て
に
格
差

が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
婦
た
ち
の
非
主
流
性
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
、
主
婦
以
外
に
よ
る
記
事
を
「
主
流
派
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
し

て
い
る
。

　

分
析
に
用
い
た

デ
ー
タ
は
、『
正

論
』『
諸
君
！
』『
日

本
の
息
吹
』『
日

本
時
事
評
論
』『
明

日
へ
の
選
択
』
の

五
誌
で
あ
る⑨
。
い

ず
れ
も
、
バ
ッ
ク

ラ
ッ
シ
ュ
言
説
を

生
産
す
る
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
指
摘
さ

れ
て
き
た
雑
誌
・

会
報
で
あ
る
（
伊

田 

二
〇
〇
五
、
山

口 

二
〇
〇
六
）。
こ

れ
ら
の
雑
誌
・
会

報
に
バ
ッ
ク
ラ
ッ

シ
ュ
の
動
き
が
最

も
盛
ん
に
見
ら
れ
た
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
時
期
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
記
事
の
う
ち
、
男
女
共
同
参
画
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー

を
扱
っ
て
い
る
も
の
を
抽
出
し
た
。
ま
た
、
記
事
内
で
男
女
共
同
参
画

や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
に
直
接
言
及
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
男
女
共

同
参
画
の
特
集
内
で
掲
載
さ
れ
た
記
事
も
対
象
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
上
記
五
誌
に
加
え
、
主
婦
た
ち
が
草
の
根
運
動
を
主
た
る

場
と
し
て
活
動
し
て
き
た
こ
と
を
考
慮
し
て
『
な
で
し
こ
通
信
』
と
い

う
ミ
ニ
コ
ミ
誌
も
対
象
と
し
た
。『
な
で
し
こ
通
信
』
と
は
、
愛
媛
県

松
山
市
で
男
女
共
同
参
画
に
批
判
的
な
立
場
か
ら
活
動
し
て
い
る
市
民

団
体
、「
健
全
な
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
会
」（
以
下
、「
め
ざ

す
会
」
と
略
記
）
の
会
報
で
あ
る⑩
。
こ
の
会
報
に
は
、
他
誌
か
ら
転
載

し
た
保
守
系
知
識
人
の
論
稿
や
会
の
活
動
報
告
、地
方
自
治
体
の
動
き
、

新
聞
記
事
の
紹
介
と
そ
れ
に
対
す
る
反
論
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
加

え
、
上
記
五
誌
よ
り
も
主
婦
の
エ
ッ
セ
イ
が
比
較
的
多
く
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
二
〇
〇
四
年
の
創
刊
号
か
ら
現
在
、
第
三
七
号
（
二
〇
一
〇
年

十
一
月
）
ま
で
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
分
析
対
象
時
期
に
該

当
し
た
の
は
創
刊
号
か
ら
第
二
五
号
ま
で
で
あ
っ
た
（
記
事
件
数
は
表

１
を
参
照
）。

　
「
め
ざ
す
会
」
と
そ
の
会
報
『
な
で
し
こ
通
信
』
を
主
婦
た
ち
の
バ

ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
分
析
す
る
素
材
と
し
て
選
ん
だ
理
由
は
、
次
の
二
点

に
あ
る
。
第
一
に
、
男
女
共
同
参
画
に
限
定
し
て
今
日
ま
で
活
動
を
継

続
し
て
い
る
草
の
根
団
体
は
多
く
は
な
い
な
か
で
、「
め
ざ
す
会
」
は

発
足
当
初
か
ら
の
活
動
内
容
を
維
持
し
て
お
り
、
草
の
根
の
主
婦
の
バ

雑誌名 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 合計

正論
主流派 5 0 14 15 6 15 9 5 0 69
主婦 0 0 1 0 0 0 0 1 2 4

諸君！
主流派 2 1 3 4 0 1 5 0 0 16
主婦 0 0 0 1 0 0 1 0 0 2

日本の息吹
主流派 0 11 16 16 6 8 7 14 7 85
主婦 0 0 0 0 2 2 0 0 0 4

日本時事評論
主流派 28 27 45 51 23 24 17 9 9 233
主婦 3 0 0 0 0 0 0 1 0 4

明日への選択
主流派 0 0 2 13 9 5 6 4 0 39
主婦 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

なでしこ通信
主流派 － － － － 1 3 2 2 1 9
主婦 － － － － 6 29 29 27 23 114
合計 38 39 81 100 53 87 76 63 42 579

表１　分析記事件数
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ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
し
て
一
つ
の
典
型
と
言
え
る
。
第
二
に
、
女
性
と
い

う
立
場
を
強
く
打
ち
出
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
会
長
・
事
務
局
長
に
は
女
性
が
就
い
て
お
り
、
女
性
が
中
心
と
な

っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
入
会
は
男
女
を
問
わ
な
い
と
い
う
ス
タ
ン

ス
だ
が
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
学
習
会
は
、「
女
性
の
生
き
方
に

関
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
女
性
の
集
ま
り
や
す
い
昼
間
に
あ
え
て
」

設
定
し
て
い
る
と
す
る
（『
な
で
し
こ
通
信
』
第
三
号
、
二
〇
〇
五
年
）。

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、『
な
で
し
こ
通
信
』
は
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
参

加
す
る
女
性
た
ち
の
主
張
の
論
拠
を
探
る
の
に
適
切
で
あ
る
と
考
え

た
。

４　
「
家
族
の
価
値
」
に
関
す
る
比
較
分
析

４
・
１　

主
婦
に
よ
る
投
稿
記
事
の
「
非
政
治
性
」

　

ま
ず
、
主
婦
に
よ
る
投
稿
記
事
を
概
観
し
た
際
、
複
数
の
記
事
に
見

ら
れ
る
共
通
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
記
事
に
一
見
す
る
と
男
女
共
同
参

画
批
判
と
は
無
関
係
と
も
思
わ
れ
る
「
非
政
治
的
」
な
内
容
が
記
述
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
母
親
へ
の
感
謝
の
念
を
指
導
し

て
く
れ
そ
う
な
教
師
も
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
く
な
る
」
と
し
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
フ
リ
ー
教
育
を
批
判
す
る
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
同
時
に
次
の
よ
う

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

私
の
心
に
残
っ
て
い
る
「
母
の
日
」
の
思
い
出
が
あ
る
。
毎
年
、

小
学
校
で
「
母
の
日
」
が
近
く
な
る
と
、
造
花
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
ブ
ロ
ー
チ
が
注
文
販
売
さ
れ
た
。
子
供
の
小
遣
い
で
買
え
る
数
十

円
の
も
の
だ
っ
た
け
れ
ど
、
私
は
毎
年
、
そ
れ
を
購
入
し
母
に
渡
し

て
い
た
。
母
は
い
つ
も
殊
の
外
喜
ん
で
、
そ
の
日
は
一
日
中
、
胸
に

飾
っ
て
い
た
。 

（
三
重
の
主
婦 

え
み
子 

二
〇
〇
七
）

　

こ
の
よ
う
に
、
男
女
共
同
参
画
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
家
族
に
関
す

る
個
別
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
記
事
が
複
数
見
ら

れ
る
。
主
婦
に
よ
る
記
事
で
は
一
二
八
件
中
六
九
件
で
家
族
へ
の
言
及

が
見
ら
れ
る
が
、『
正
論
』
で
は
四
件
中
一
件
、『
日
本
の
息
吹
』
で
は

四
件
中
二
件
、
さ
ら
に
『
日
本
時
事
評
論
』
で
は
四
件
す
べ
て
に
こ
の

よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、『
な
で
し
こ
通
信
』
で
は
一
九
件

該
当
し
た
中
で
、
こ
の
よ
う
な
家
族
に
関
す
る
記
述
だ
け
で
構
成
さ
れ

る
エ
ッ
セ
イ
が
十
一
件
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
主
婦
に
よ
る
投
稿
記
事
に
頻
出
す
る
家
族
に
関

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
着
目
し
、「
家
族
の
価
値
」
と
い
う
観
点
か
ら
主

流
派
と
主
婦
の
比
較
分
析
を
行
う⑪
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
主
流
派
バ
ッ

ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
お
い
て
も
「
家
族
」
は
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て

お
り
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
「
家
族
破
壊
」「
家

族
の
否
定
」「
家
族
の
解
体
」
な
ど
の
表
現
で
、
男
女
共
同
参
画
が
家

族
を
破
壊
す
る
、
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、「
家

族
」
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
内
実
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
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４
・
２　

主
流
派
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
お
け
る
「
家
族
」

　

主
流
派
の
記
事
で
は
四
五
一
件
中
三
三
二
件
で
「
家
族
」
へ
の
言
及

が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
記
事
で
は
「
家
族
の
危
機
」
が
頻
繁
に
説
か
れ

て
い
る
が
、
中
で
も
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
「
家
族
の
絆
」

と
し
て
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
共
同
性
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に

は
、
男
女
共
同
参
画
と
関
連
さ
せ
て
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
導
入
へ
の

批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
夫
婦
別
姓
制
度
と
は
「
家
族
解

体
」
で
あ
り
、「
親
子
関
係
を
脆
く
さ
せ
、
絆
が
弱
く
な
り
」、
そ
の
結

果
と
し
て
個
人
が
「
孤
立
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
い
う
論
理
が

用
い
ら
れ
て
い
る
（
林 

二
〇
〇
二
ａ
）。
同
様
の
批
判
は
こ
の
他
に
も
、

日
本
時
事
評
論
社
（
二
〇
〇
二
）、日
本
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
〇
三

ｂ
）
な
ど
複
数
の
記
事
に
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
家
族
の
危
機
」
が
謳
わ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

主
流
派
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
記
事
か
ら
は
「
家
族
」
が
社
会
秩
序
や
国

家
の
維
持
と
い
う
点
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例

え
ば
、『
日
本
時
事
評
論
』
で
は
「『
家
庭
崩
壊
』『
家
族
解
体
』
＝
『
社

会
秩
序
破
壊
』」
と
い
う
図
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
日
本
時
事
評
論
社 

二
〇
〇
〇
）。
こ
の
記
事
は
、
当
時
山
口
県
で
制
定
の
動
き
が
み
ら
れ

た
男
女
共
同
参
画
条
例
に
対
し
、
女
性
の
社
会
進
出
を
推
進
す
る
こ
と

で
家
庭
で
の
育
児
の
担
い
手
が
い
な
く
な
り
、「
家
族
解
体
を
容
認
す

る
」
と
批
判
し
て
い
る
。「
家
族
解
体
」
と
「
社
会
秩
序
破
壊
」
が
同

義
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、「
家
族
」
の
問
題
が
社
会
の
問
題
に
直
結

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
家
族
と
社
会
・
国
家
を
同
一

線
上
に
捉
え
る
論
理
は
九
六
件
の
記
事
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
論
理
展
開
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
、
夫
婦
別
姓
制
度
は
「
国

家
の
基
礎
で
あ
る
家
族
を
掘
り
崩
す
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
有
し
て
い
る
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
（
八
木 

二
〇
〇
一
）、
家
族
は
社
会
や
国

家
が
成
立
す
る
た
め
の
「
基
盤
」
で
あ
る
と
い
う
見
方
だ
。
ま
た
、
林

道
義
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
を
、「
家
族
と
い
う
、
社
会
の
細
胞
と
も

言
う
べ
き
最
重
要
の
単
位
を
崩
し
、
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
危
険
性
が
ひ
そ
ん
で
い
る
」
と
し
て
い
る
（
林 

二
〇
〇
二
ｂ
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
主
流
派
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
記
事
で
は
一
見
す
る

と
「
家
族
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
そ
れ
は

社
会
や
国
家
を
論
じ
て
い
く
た
め
の
導
入
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
る
。

４
・
３　

主
婦
た
ち
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
お
け
る
「
家
族
」

　

他
方
、
主
婦
に
よ
る
投
稿
記
事
で
は
、
家
族
の
中
で
生
じ
た
具
体
的

な
出
来
事
を
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
家
族
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

我
が
家
の
三
女
は
障
害
児
で
あ
る
。
生
後
一
〇
カ
月
の
時
に
は
重

度
と
言
わ
れ
た
が
、
両
親
と
主
人
に
励
ま
さ
れ
て
三
女
の
療
育
を
最

優
先
し
て
き
た
。
姉
娘
達
は
寂
し
さ
を
こ
ら
え
て
明
る
く
育
っ
て
く

れ
た
。今
も
彼
女
は
障
害
児
で
あ
る
が
軽
度
に
ま
で
な
っ
た
。（
中
略
）

三
女
が
生
ま
れ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
家
族
の
大
切
さ
を
こ
と
さ
ら
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
両
親
の
あ
り
が
た
さ
、
両
親
に
連
な
る
先
祖
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へ
の
思
い
、
そ
し
て
何
よ
り
、
三
女
の
障
害
に
微
動
だ
に
し
な
か
っ

た
主
人
の
頼
も
し
さ
。
私
は
感
謝
を
込
め
て
こ
の
家
族
を
守
り
と
お

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

（
四
十
代
女
性
会
員 

二
〇
〇
五
）

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
「
家
族
と
は
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、「
家
族
と
は
何
か
」
と
い
う
定
義
付
け
や
意
義
で
は
な
く
、

筆
者
の
体
験
し
た
家
族
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
主
婦
に
よ
る
い
ず
れ
の
記
事
に
お
い
て
も
、
家
族
に
関
す

る
記
述
は
特
に
人
間
関
係
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。「
小
二
の
長

男
と
小
一
の
次
男
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
一
時
間
く
ら
い
学
校
の

様
子
を
話
し
、
満
足
し
た
後
、
次
の
こ
と
に
か
か
」
る
と
し
て
、
子
ど

も
の
話
を
じ
っ
く
り
と
聞
い
て
あ
げ
る
な
ど
「
子
供
や
主
人
に
対
し
て

ゆ
と
り
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
」
が
「
専
業
主
婦
の
利
点
」
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
（
松
山
市 

主
婦
、
二
〇
〇
〇
）。
ま
た
、
姑
の
死
去
と
い

う
出
来
事
を
扱
っ
た
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
姑
・
大
姑
と
同
居
し
て
い
た
と

き
の
様
子
を
「
子
供
た
ち
は
青
菜
の
煮
び
た
し
や
茄
子
の
煮
た
の
を
我

慢
し
て
食
べ
た
し
、
大
姑
も
両
親
も
ハ
ン
バ
ー
グ
や
焼
肉
を
何
も
言
わ

ず
に
食
べ
て
く
れ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
食
事
の
風
景
を
用
い
て
例
示

さ
れ
て
い
る
（
梅
岡 

二
〇
〇
六
）。

　

こ
れ
ら
の
エ
ッ
セ
イ
か
ら
は
、
主
婦
た
ち
の
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る

人
間
関
係
に
つ
い
て
二
つ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
第
一
に
、
執
筆
者
の

主
観
的
人
間
関
係
で
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
家
事
や
育
児
・

介
護
を
媒
介
し
た
関
係
性
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

家
族
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、登
場
人
物
は
す
べ
て
「
娘
」「
大

姑
」「
長
男
」「
三
女
」
と
い
っ
た
よ
う
に
執
筆
者
を
基
点
と
し
た
際
の

名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
主
婦
に
よ
る
他
の
記

事
に
も
共
通
し
て
お
り
、「
母
親
」「
父
親
」「
子
供
」
と
い
っ
た
客
観

的
な
関
係
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、「
母
親
は
こ
う
あ
る

べ
き
で
あ
る
」と
い
う
よ
う
な
規
範
的
主
張
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
他
の
家
族
構
成
員
と
は
た
だ
血
縁
関
係
が
あ
る
と
い
う
だ

け
で
繫
が
っ
て
い
る
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
。
料
理
を
「
食
べ
て
く

れ
た
」、
話
を
「
聞
い
て
あ
げ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
投
稿
者
自
身
が

担
う
家
事
や
育
児
・
介
護
を
介
し
て
関
係
し
合
う
も
の
と
し
て
、
ま
た
、

好
み
の
異
な
る
複
数
の
世
代
が
同
居
す
る
こ
と
か
ら
互
い
の
配
慮
が
必

要
と
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
家
族
の
人
間
関
係
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
主
婦
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
家
族
の
人
間
関
係
に
関
す
る
見

地
か
ら
男
女
共
同
参
画
を
批
判
す
る
。『
な
で
し
こ
通
信
』
で
は
、
愛

媛
県
が
発
行
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
へ
の
反
論
が
特
集
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。
夫
婦
や
家
族
と
は
「
た

が
い
が
愛
情
に
結
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生
活
と
運
命
を
共
に
す
る
者
と

し
て
支
え
合
い
、
助
け
合
う
関
係
」
で
あ
り
、「
生
活
も
経
済
も
夫
婦

が
相
手
に
依
存
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
事
実
上
は
夫
婦
と
呼
べ
な

い
」（
健
全
な
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
会 

二
〇
〇
五
）。

　

以
上
、
主
婦
に
よ
る
投
稿
記
事
か
ら
は
、
男
女
共
同
参
画
が
家
族
の

人
間
関
係
に
対
す
る
「
脅
威
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

家
事
や
育
児
、
相
互
配
慮
を
介
し
て
築
か
れ
る
家
族
の
人
間
関
係
の
維
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持
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
主
婦
た
ち
が
男
女
共
同
参
画
を
批

判
す
る
の
は
、
社
会
や
国
家
の
問
題
に
主
眼
が
あ
る
た
め
で
は
な
い
。

５　

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
構
造

５
・
１　

潜
在
化
さ
れ
た
対
立
関
係

　

前
節
で
は
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
参
加
し
て
い
る
も
の
の
主
婦
た
ち

は
家
事
や
育
児
な
ど
の
ケ
ア
を
介
し
て
築
か
れ
る
家
族
の
人
間
関
係
に

対
す
る
「
脅
威
」
と
し
て
男
女
共
同
参
画
を
捉
え
、
社
会
や
国
家
の
問

題
に
主
眼
が
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
で
は
、

こ
の
主
婦
た
ち
の
論
理
は
主
流
派
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
保
守
の
論
理
と

ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
相
互
補
完
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

主
流
派
か
ら
み
れ
ば
家
族
の
「
美
談
」
を
主
婦
自
身
が
語
る
こ
と
は
、

性
別
役
割
分
業
に
基
づ
く
家
族
を
主
婦
自
身
が
肯
定
し
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
主
流
派
論
者
の
理
想
と
す
る
家
族
像
の
有
効
性
を
裏
付
け
る
機

能
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
主
婦
の
側
に
し
て
も
、

家
事
や
育
児
・
介
護
の
意
義
を
広
く
社
会
に
訴
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
一
見
相
補
的
に
み
え
る
主
流
派
バ
ッ
ク
ラ
ッ

シ
ュ
と
主
婦
た
ち
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
関
係
に
つ
い
て
、
個
別
の
論

点
を
詳
細
に
検
証
す
る
と
対
立
や
矛
盾
が
現
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
緊
張
が
見
ら
れ
る
例
が
、
ま
さ
し
く
「
主
婦
」
に
関
す

る
評
価
の
相
違
で
あ
る
。
主
流
派
の
記
事
で
は
専
業
主
婦
は
抑
圧
さ
れ

て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
社
会
的
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
主
張
が
な
さ

れ
て
い
る
。「
少
な
く
と
も
日
本
の
よ
う
に
主
婦
が
財
布
を
握
っ
て
、

家
庭
内
の
経
済
全
般
を
仕
切
っ
て
い
る
国
で
は
、『
不
平
等
な
力
関
係
』

は
当
て
は
ま
ら
な
い
」（
日
本
時
事
評
論
社 

二
〇
〇
三
）
と
い
う
家
計
管

理
の
観
点
か
ら
の
主
張
や
、「
多
く
の
主
婦
が
夫
に
洋
服
や
宝
石
を
買

っ
て
も
ら
っ
た
り
、
食
べ
た
り
遊
ん
だ
り
、『
奴
隷
』
ど
こ
ろ
か
、
そ

の
逆
の
生
活
を
満
喫
し
て
い
る
」（
日
本
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー 

二
〇
〇
三

ａ
）
な
ど
の
よ
う
に
、
主
婦
は
経
済
的
に
豊
か
な
状
況
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
主
流
派
の
記
事
で
は
、
家
族
は
平
等
で
あ
り

そ
の
内
部
に
権
力
関
係
は
存
在
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
主

婦
を
め
ぐ
る
状
況
に
関
し
て
は
楽
観
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
主
婦
に
よ
る
記
事
は
、
主
流
派
の
記
事
と
は
異
な

り
、
主
婦
で
あ
る
こ
と
の
葛
藤
や
問
題
に
つ
い
て
も
し
ば
し
ば
言
及
さ

れ
て
い
る
。「
専
業
主
婦
万
歳
！
」
と
題
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
こ

の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
「
専
業
主
婦
は
輝
く

存
在
で
は
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
休
み
な
く
毎
日
「
家
事
に
明

け
暮
れ
る
」
様
子
は
、「
若
い
女
の
子
か
ら
見
た
ら
、
夢
も
希
望
も
な

い
女
の
姿
だ
と
映
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
主
婦
で
あ
る

こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
に
も
言
及
し
て
い
る
（
田
中 

二
〇
〇
八
）。
ま
た
、

「
専
業
主
婦
を
評
価
す
べ
き
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
で
は
、「
学
校
の
役
員
」

を
担
当
し
た
時
期
が
非
常
に
多
忙
で
あ
り
、「
料
理
、
掃
除
、
整
理
整

頓
に
手
抜
き
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
」
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
で
「
家
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族
に
は
不
満
を
持
た
せ
」、「
自
分
自
身
も
自
責
の
念
に
か
ら
れ
、
ス
ト

レ
ス
を
溜
め
が
ち
」
に
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
広
島
市 

主

婦 
二
〇
〇
〇
）。
こ
の
よ
う
に
、
主
婦
自
身
に
よ
る
「
主
婦
」
へ
の
言

及
の
さ
れ
方
は
現
実
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、「
家
族
の
絆
」
と
し
て
両
者
と
も
に
重
視
す
る
家
族
の
共
同

性
に
関
し
て
も
対
立
が
見
ら
れ
る
。
主
流
派
の
記
事
で
は
、「
夫
婦
の

役
割
に
は
違
い
が
あ
る
」「
夫
婦
の
役
割
分
担
意
識
が
全
く
な
く
な
れ

ば
、
結
婚
の
意
味
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
る
」（
日
本
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー 

二
〇
〇
三
ｂ
）
と
さ
れ
、
性
別
役
割
分
業
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
男
女

共
同
参
画
は
「
共
働
き
が
当
然
の
社
会
に
す
る
た
め
に
、
男
性
に
も
女

性
と
同
じ
よ
う
に
家
事
と
育
児
を
さ
せ
よ
う
と
い
う
思
想
」（
林 

二
〇
〇
〇
）
と
批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
男
性
の
家
事
・
育
児
・

介
護
へ
の
参
加
は
そ
も
そ
も
念
頭
に
置
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に

家
族
の
共
同
性
は
、
性
別
役
割
分
業
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　

他
方
、
主
婦
に
よ
る
投
稿
記
事
は
、
こ
の
よ
う
な
性
別
役
割
分
業
は

さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
夫
婦
関
係
が
述
べ
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
で

は
、投
稿
者
が
手
術
を
し
た
際
に
配
偶
者
が
熱
心
に
看
病
を
し
て
く
れ
、

「
主
人
の
ほ
ほ
が
少
し
ず
つ
や
せ
て
き
て
、
言
葉
に
は
し
な
い
が
ど
ん

な
に
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
か
気
付
」
い
た
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る

（
斉
藤 

二
〇
〇
六
）。
ま
た
、
幼
少
時
の
父
親
と
の
思
い
出
と
し
て
、
外

食
中
に
母
親
に
悪
態
を
つ
い
た
男
性
に
対
し
、
父
親
が
「
女
、
子
供
に

何
事
だ
！
」
と
「
一
喝
し
た
」
と
い
う
出
来
事
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
三

好 

二
〇
〇
六
）。
後
者
の
記
事
は
一
見
す
る
と
性
別
役
割
を
描
い
た
も

の
と
も
読
め
る
が
、
父
親
が
経
済
的
に
家
族
を
支
え
て
い
た
こ
と
よ
り

も
、
母
親
と
自
分
を
「
守
る
」
と
い
う
父
の
配
慮
や
思
い
が
投
稿
者
に

と
っ
て
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

主
婦
た
ち
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
で
は
、
性
別
役
割
で
は
な
く
心
的
交
流

を
軸
と
し
た
相
互
関
係
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
主
流
派
の
支
持
す
る
性
別
役
割
分
業
に
基
づ
く
家
族

像
は
、
主
婦
た
ち
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
が
理
想
と
す
る
家
族
像
と
は
む

し
ろ
全
く
異
な
る
志
向
性
を
持
っ
て
お
り
、
両
者
は
潜
在
的
な
対
立
関

係
に
あ
る
。
前
者
の
性
別
役
割
に
基
づ
く
共
同
性
は
、
後
者
の
指
摘
す

る
家
族
内
、
特
に
夫
婦
間
の
「
思
い
や
り
」
や
配
慮
な
ど
の
心
的
交
流

を
必
ず
し
も
重
視
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
対
立

は
不
可
視
化
さ
れ
、
一
枚
岩
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
の

だ
ろ
う
か
。

５
・
２　

女
性
知
識
人
の
二
面
性

　

こ
こ
で
主
流
派
と
主
婦
た
ち
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
接
続
を
考
え
る

に
あ
た
っ
て
、
女
性
知
識
人
が
用
い
る
論
理
の
二
面
性
に
着
目
し
、
そ

の
役
割
に
つ
い
て
見
て
み
た
い⑫
。
山
谷
え
り
子
、
長
谷
川
三
千
子
、
西

川
京
子
ら
は
、
本
稿
の
分
析
対
象
五
誌
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
で

も
あ
り
、
五
四
件
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、「
め
ざ
す
会
」

が
こ
れ
ま
で
開
催
し
た
講
演
会
で
は
、
九
回
中
六
回
が
山
谷
を
含
む
女

性
知
識
人
を
講
師
と
し
て
迎
え
て
い
る
。
高
橋
史
朗
な
ど
の
男
性
知
識
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人
も
招
聘
し
て
い
る
中
で
、
特
に
山
谷
を
招
聘
し
た
講
演
会
に
つ
い
て

は
『
な
で
し
こ
通
信
』
五
号
・
六
号
の
二
号
に
わ
た
っ
て
特
集
が
組
ま

れ
て
お
り
、
彼
女
た
ち
は
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
参
加
し
て
い
る
主
婦
か

ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

女
性
知
識
人
た
ち
は
、
保
守
系
知
識
人
で
あ
り
か
つ
主
婦
で
も
あ
る

と
い
う
立
場
の
二
面
性
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
実
際
、
彼
女
た
ち
は
知
識
人
と
し

て
こ
れ
ま
で
男
女
共
同
参
画
に
反
対
す
る
記
事
を
執
筆
し
な
が
ら
も
、

同
時
に
、自
分
自
身
を
主
婦
で
あ
る
と
も
語
る
。
例
え
ば
、西
川
は
「
私

は
ず
っ
と
専
業
主
婦
を
や
っ
て
き
ま
し
た
の
で
」
と
い
う
発
言
を
講
演

会
で
行
っ
て
お
り
（
西
川
・
山
本
ほ
か 

二
〇
〇
三
）、山
谷
も
「
私
の
場
合
、

育
児
休
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
仕
事
を
辞
め
て
専
業
主
婦
に

な
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
山
谷 

二
〇
〇
四
）。

　

一
方
で
彼
女
た
ち
は
、
知
識
人
と
い
う
立
場
で
主
流
派
の
論
者
と
同

様
に
、家
族
を
社
会
・
国
家
の
基
盤
と
み
な
す
論
理
を
用
い
て
い
る
。「
家

族
は
社
会
の
中
の
一
番
小
さ
な
単
位
」（
市
田 

二
〇
〇
三
）、「
日
本
社

会
の
基
礎
と
な
る
単
位
は
家
庭
で
あ
り
尊
重
す
べ
き
」（
西
川
・
櫻
井
ほ

か 

二
〇
〇
七
）
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
。
山
谷
も
ま
た
夫
婦
別
姓
問

題
を
「
私
的
な
面
や
技
術
的
な
問
題
を
超
え
て
、
実
は
各
人
の
国
家
観

ま
で
も
が
問
わ
れ
る
」
と
し
（
山
谷
・
高
市
・
西
川 

二
〇
〇
二
）、
国
家

に
も
通
じ
る
問
題
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

他
方
、
こ
れ
ら
の
女
性
知
識
人
た
ち
は
、
主
婦
と
し
て
自
身
の
家
事
・

育
児
な
ど
の
経
験
や
家
族
と
の
心
的
交
流
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
。
山

谷
は
対
談
・
座
談
会
記
事
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
お
い
て
、
夫
や
子
ど
も
、

自
分
の
母
親
・
父
親
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
て
お
り
（
山
谷
・
八
木 

二
〇
〇
三
）⑬
、
ま
た
長
谷
川
も
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
た
経
験
を
対

談
で
述
べ
て
い
る
（
長
谷
川
・
山
谷 

二
〇
〇
四
）。

　

こ
の
よ
う
な
女
性
知
識
人
た
ち
の
論
理
が
二
面
性
を
持
つ
が
ゆ
え
に

み
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、
個
別
具
体
的
な
家
族
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
そ
の

ま
ま
社
会
・
国
家
の
文
脈
へ
と
接
続
さ
れ
る
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

私
の
家
も
、
母
が
お
雛
さ
ま
の
時
期
に
は
ち
ら
し
寿
司
を
作
っ
て
く

れ
た
り
、端
午
の
節
句
に
は
菖
蒲
湯
を
立
て
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

（
中
略
）
節
句
の
お
祝
い
は
す
べ
て
、
一
種
の
「
祈
り
」
で
す
。
伝

統
行
事
を
通
じ
て
、
わ
が
子
の
幸
せ
だ
け
で
な
く
、
連
綿
と
流
れ
る

日
本
民
族
の
幸
せ
を
も
祈
る
。 

（
山
谷
・
林 

二
〇
〇
三
）

　

こ
の
よ
う
に
家
庭
で
行
っ
た
伝
統
行
事
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、

そ
の
ま
ま
「
日
本
民
族
」
へ
と
「
自
然
に
」
接
続
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

そ
れ
で
は
、
主
婦
と
知
識
人
と
い
う
二
面
性
を
持
つ
女
性
知
識
人
の

論
理
は
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

主
流
派
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
主
婦
た
ち
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
潜
在

す
る
対
立
は
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
問
題
で
あ
る
。
主
流
派
の
最
終
的
な

目
標
が
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
廃
止
に
あ
る
一
方
で
、
主
婦
た

ち
が
主
張
す
る
家
事
・
育
児
・
介
護
の
意
義
や
価
値
の
社
会
的
承
認
は
、
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こ
の
よ
う
な
主
流
派
の
目
標
だ
け
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
う
る
も
の
で
は

な
い
。
両
者
の
見
解
の
相
違
は
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
内
部
の
軋
轢
と
な

り
う
る
ほ
ど
の
重
要
性
を
内
包
し
て
い
る
。

　

女
性
知
識
人
の
論
理
は
こ
の
相
反
す
る
両
者
を
媒
介
し
、
あ
た
か
も

連
続
性
を
持
つ
か
の
よ
う
に
見
せ
る
役
割
を
有
し
て
い
る
。
家
事
や
育

児
な
ど
の
経
験
を
社
会
や
国
家
を
重
視
す
る
保
守
の
論
理
の
中
に
位
置

づ
け
る
彼
女
た
ち
の
主
張
は
、
個
別
具
体
的
な
家
族
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

ケ
ア
の
経
験
に
つ
い
て
言
及
す
る
主
婦
た
ち
の
論
理
と
類
似
し
、
他
方

で
、
家
族
と
社
会
・
国
家
を
連
続
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
主
流
派
の

論
理
と
も
類
似
し
て
い
る
。
知
識
人
で
あ
る
が
ゆ
え
に
社
会
的
影
響
力

が
大
き
く
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
も
高
い
女
性
知
識
人
た
ち
の
言
説
が
存
在
す

る
こ
と
に
よ
り
、
主
婦
た
ち
の
主
張
も
ま
た
、
社
会
や
国
家
と
い
う
観

点
か
ら
家
族
を
擁
護
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。５

・
３　

主
婦
た
ち
を
取
り
巻
く
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

　

こ
れ
ま
で
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
は
一
枚
岩
と
捉
え
ら
れ
、
バ
ッ
ク
ラ

ッ
シ
ュ
に
参
加
す
る
主
婦
た
ち
は
主
流
派
の
論
者
た
ち
と
利
害
関
係
が

一
致
し
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
主
婦
や
家
族
の
共

同
性
の
二
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
流
派

と
主
婦
た
ち
が
潜
在
的
な
対
立
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
こ
の
相
反
す
る
両
者
を
媒
介
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、

知
識
人
と
主
婦
双
方
の
立
場
お
よ
び
論
理
の
二
面
性
を
持
ち
、
個
別
具

体
的
な
ケ
ア
の
経
験
を
直
接
、
国
家
の
文
脈
へ
と
位
置
づ
け
る
女
性
知

識
人
の
存
在
で
あ
っ
た
。
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
が
こ
の
よ
う
な
構
造
を
持

つ
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
自
体
で
は
な
ん
ら
保
守
主
義
的
な
要
素
を
も
た
な

い
主
婦
た
ち
の
家
族
に
関
す
る
言
説
に
、
保
守
主
義
の
言
説
と
の
擬
似

的
な
連
続
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

男
女
共
同
参
画
へ
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
こ
の
よ
う
な
構
造
と
し
て

捉
え
直
す
と
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
参
加
し
て
い
る
主
婦
た
ち
は
、
家

庭
内
の
家
事
や
育
児
・
介
護
と
い
っ
た
営
み
を
重
視
す
る
が
ゆ
え
に
運

動
へ
参
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
価
値
を
必
ず
し
も

重
視
し
な
い
主
流
派
の
論
理
に
囲
い
込
ま
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
男
女

共
同
参
画
に
対
し
て
有
し
て
い
た
当
初
の
問
題
意
識
を
運
動
へ
と
効
果

的
に
繫
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
陥
っ
て

い
る
と
い
え
る
。

６　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
男
女
共
同
参
画
へ
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
参
加
す
る
主
婦

た
ち
に
着
目
し
、
主
流
派
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
の
「
家
族
の
価
値
」
に

関
す
る
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
主
婦
た
ち
は
家
族
へ

の
ケ
ア
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
識
人
と
主
婦
と

い
う
立
場
お
よ
び
論
理
の
二
面
性
を
も
つ
女
性
知
識
人
た
ち
の
言
説
の

存
在
に
よ
り
、
保
守
の
論
理
と
の
擬
似
的
な
連
続
性
が
想
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
が
そ
の
よ
う
な
構
造
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
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主
婦
た
ち
は
そ
の
関
心
を
運
動
へ
と
効
果
的
に
繫
げ
ら
れ
な
い
と
い
う

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
は
、
以
下
二
つ
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
目
は
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
新
し
い
担

い
手
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。第
二
節
で
概
観
し
た
よ
う
に
、

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
担
い
手
は
こ
れ
ま
で
、
政
治
志
向
や
利
害
意
識
、

不
安
感
情
と
い
う
三
つ
の
モ
デ
ル
で
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
担
う
主
婦
た
ち
か
ら
は
、
こ
れ
ら
と
は
異
な

る
モ
デ
ル―

―

家
族
と
の
情
緒
的
つ
な
が
り
や
ケ
ア
を
重
視
す
る
モ
デ

ル
を
提
示
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

二
つ
目
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
研
究
に
も
通
ず
る
議
論
の
地
平
を
拓
い

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
主
婦
た
ち
に
は
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
し
て

切
り
捨
て
ら
れ
な
い
側
面
が
あ
る
。
私
的
領
域
で
女
性
が
担
う
ケ
ア
に

対
す
る
評
価
の
低
さ
を
批
判
的
に
と
ら
え
る
主
婦
た
ち
の
問
題
意
識

は
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
対
立
構
図
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
と
親
和
的
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
点
に
関

し
て
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
主
婦
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
分

析
し
て
き
た
論
者
た
ち
は
十
分
に
す
く
い
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

近
年
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
研
究
の
文
脈
に
お
い
て
、
社
会
保
障
単
位
を

従
来
の
「
家
族
」
か
ら
ケ
ア
の
担
い
手
／
受
け
手
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
へ

移
行
す
る
議
論
を
展
開
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
法
学
者
Ｍ
・
フ
ァ
イ
ン
マ

ン
（F

inem
an 1995

＝
二
〇
〇
三
）
や
、
今
日
の
リ
ベ
ラ
ル
な
思
想
的
・

社
会
的
基
盤
と
な
っ
て
い
る
正
義
論
を
、
依
存
や
ケ
ア
の
観
点
か
ら
再

検
討
す
る
Ｅ
・
キ
テ
イ
（K

ittay 1999

＝
二
〇
一
〇
）
の
よ
う
に
、
ケ

ア
の
倫
理
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
家
族
の
情
緒
的
絆
や
ケ
ア
を

取
り
上
げ
る
際
に
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
研
究
が
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き

た
よ
う
に
、
家
父
長
制
・
性
別
役
割
批
判
の
視
点
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
が
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
参
加
す
る
主
婦
た
ち
の
主
張
は
、
こ
の
よ

う
な
ケ
ア
の
倫
理
か
ら
既
存
の
社
会
制
度
や
思
想
基
盤
を
捉
え
返
す
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
研
究
に
も
つ
な
が
る
観
点
を
含
み
う
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
本
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
は
、
雑
誌
や
会
報
・

ミ
ニ
コ
ミ
の
記
事
と
い
う
資
料
的
制
約
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
実
際

に
草
の
根
保
守
運
動
を
担
う
人
び
と
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
は
じ
め
、

そ
の
実
態
に
よ
り
迫
っ
た
事
例
研
究
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
注
①
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
」
と
は
九
〇
年
代
後
半
か
ら
教
育
現
場
を
中
心

に
使
用
さ
れ
て
い
た
言
葉
で
あ
る
。
現
在
、
①
「
社
会
規
範
に
結
び
つ

い
た
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
に
縛
ら
れ
ず
、
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
す

る
こ
と
」、②
「
両
性
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
関
係
、格
差
の
解
消
」、③
「
男

女
二
分
法
に
基
づ
く
秩
序
体
制
の
変
革
」
と
い
う
三
つ
の
意
味
で
使
用

さ
れ
て
い
る
（
船
橋 

二
〇
〇
三
）。
な
お
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
」
用

語
の
登
場
過
程
に
つ
い
て
は
山
口
（
二
〇
〇
六
）
を
参
照
。

　

②
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
は
男
女
共
同
参
画
行
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

二
〇
〇
五
年
の
「
第
二
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
で
は
、「
社
会
的

性
別
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）」
用
語
に
関
し
て
「
性
差
を
否
定
し
た
り
」「
家

族
や
ひ
な
祭
り
等
の
伝
統
文
化
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
国
民
が
求
め
る
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男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
異
な
る
」
と
い
う
注
釈
が
新
た
に
付
け
加
え

ら
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
に
は
内
閣
府
か
ら
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
」

用
語
の
使
用
を
控
え
る
旨
の
通
達
が
各
都
道
府
県
に
出
さ
れ
て
い
る
。

　

③
こ
の
よ
う
な
用
法
を
初
め
て
用
い
た
の
は
、
Ｓ
・
フ
ァ
ル
ー
デ
ィ
で
あ

る
（F

aludi 1991

）。
フ
ァ
ル
ー
デ
ィ
は
八
〇
年
代
の
レ
ー
ガ
ン
政
権

時
代
に
お
け
る
保
守
主
義
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
政
策
や
女
性
敵
対
的
な
労
働

環
境
を
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
女
性
に
対
す
る
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
し
て

捉
え
て
い
る
。

　

④
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
の
『
産
経
新
聞
』
の
記
事
内
容
の

変
遷
と
保
守
運
動
に
与
え
た
影
響
に
関
し
て
は
、
和
田
・
井
上

（
二
〇
一
〇
）
を
参
照
。

　

⑤
千
葉
県
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
条
例
の
制
定
過
程
で
生
じ
た
バ
ッ
ク

ラ
ッ
シ
ュ
に
関
し
て
は
、
船
橋
（
二
〇
〇
三
）
を
参
照
。

　

⑥
正
式
な
会
員
数
は
不
明
だ
が
、
二
〇
〇
一
年
の
設
立
大
会
に
は

一
〇
〇
〇
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
そ
の
後
の
講
演
会
で
も
数
百
人
単
位

の
参
加
者
を
集
め
て
い
る
（
日
本
女
性
の
会 

二
〇
〇
七
）。

　

⑦
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
含
め
た
宇
部
市
男
女
共
同
参
画
条
例
に
関
し
て
は
小

柴
久
子
（
二
〇
〇
八
）
を
参
照
。

　

⑧
こ
の
よ
う
な
人
々
の
存
在
は
九
〇
年
代
後
半
に
登
場
し
た
「
つ
く
る
会
」

以
降
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
小
熊
・
上
野 

二
〇
〇
三
）。

　

⑨
『
日
本
の
息
吹
』
は
日
本
会
議
の
機
関
紙
で
あ
り
、『
日
本
時
事
評
論
』

は
山
口
県
を
拠
点
に
し
て
い
る
仏
教
団
体
「
新
生
佛
教
教
団
」
系
列
の

出
版
会
社
「
日
本
時
事
評
論
社
」
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
る
新
聞
で

あ
る
。『
明
日
へ
の
選
択
』
は
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
日
本
政
策
研
究
セ

ン
タ
ー
」
発
行
の
雑
誌
で
あ
る
。
購
読
者
層
の
違
い
に
よ
る
記
事
の
差

異
を
考
慮
し
、
分
析
対
象
と
し
た
。

　

⑩
「
め
ざ
す
会
」
は
二
〇
〇
三
年
に
愛
媛
県
松
山
市
で
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
が
制
定
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
二
〇
〇
四
年
に
結
成
さ
れ
た
。

活
動
内
容
は
、
①
自
治
体
へ
の
働
き
か
け
、
②
講
演
会
の
開
催
、
③
学

習
会
の
開
催
、
④
会
報
『
な
で
し
こ
通
信
』
の
発
行
（
隔
月
）
で
あ
る
。

会
員
数
は
現
在
七
五
五
名
（『
な
で
し
こ
通
信
』
第
三
七
号
、
二
〇
一
一

年
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
心
的
に
活
動
し
て
い
る
の
は
十
名
弱
と
推

測
さ
れ
る
（
会
員
四
名
に
対
し
て
二
〇
〇
八
年
五
月
に
実
施
し
た
半
構

造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
八
年
九
月
・
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
開

催
さ
れ
た
講
演
会
で
の
参
与
観
察
か
ら
推
測
）。

　

⑪
本
稿
で
は
「
家
族
」
に
関
す
る
言
説
の
編
ま
れ
方
の
差
異
を
検
討
す
る

た
め
に
質
的
分
析
を
行
う
。
な
お
、K

H
coder

を
用
い
た
同
記
事
の
計

量
テ
キ
ス
ト
分
析
は
鈴
木
（
二
〇
一
〇
）
を
参
照
。

　

⑫
本
稿
で
は
主
婦
た
ち
が
日
常
の
経
験
か
ら
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
と
の

対
称
性
と
類
似
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
国
会
議
員
や
大
学
教
員
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
文
化
人
な
ど
の
専
門
家
と
し
て
の
観
点
か
ら
発
言

す
る
女
性
を
「
女
性
知
識
人
」
と
す
る
。

　

⑬
こ
の
他
に
、
山
谷
・
高
橋
（
二
〇
〇
三
）、
山
谷
・
中
條
（
二
〇
〇
五
）、

山
谷
・
猪
野
（
二
〇
〇
六
）
な
ど
の
記
事
で
も
個
別
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

言
及
さ
れ
て
い
る
。

引
用
雑
誌
記
事
一
覧

四
十
代
女
性
会
員
、
二
〇
〇
五
、「
家
族
と
は
」『
な
で
し
こ
通
信
』
四
。

長
谷
川
三
千
子
・
山
谷
え
り
子
、
二
〇
〇
四
、「
少
子
化
・
負
け
犬
時
に
女
の

矜
持
を
語
る
」『
正
論
』
三
八
八
。

林
道
義
、
二
〇
〇
〇
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム―

―

山
口
県
大

泉
副
知
事
の
恐
る
べ
き
思
想
を
糾
す
！
」『
諸
君
！
』
三
二
（
七
）。
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―
―
―
―

、
二
〇
〇
二
ａ
、「
そ
ん
な
に
家
族
を
壊
し
た
い
の
か―

―

ま
た
ぞ

ろ
出
て
き
た
『
夫
婦
別
姓
』
推
進
派
の
仰
天
発
言
」『
正
論
』
三
五
三
。

―
―
―
―

、二
〇
〇
二
ｂ
、「『
男
女
平
等
』
に
隠
さ
れ
た
革
命
戦
略―

―

家
族
・

道
徳
解
体
思
想
の
背
後
に
蠢
く
も
の
」『
正
論
』
三
六
〇
。

広
島
市 

主
婦
、
二
〇
〇
〇
、「
主
婦
に
も
で
き
る
社
会
貢
献
」『
日
本
時
事
評

論
』
一
三
六
七
。

市
田
ひ
ろ
み
、
二
〇
〇
三
、「
今
、
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
」『
日
本
の
息
吹
』

平
成
一
五
年
九
月
号
。

健
全
な
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
会
、
二
〇
〇
五
、「
??
お
か
し
い
ぞ
男

女
共
同
参
画
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」『
な
で
し
こ
通
信
』
七
。

松
山
市 

主
婦
、
二
〇
〇
〇
、「
結
局
は
主
人
次
第
」『
日
本
時
事
評
論
』

一
三
六
七
。

三
重
の
主
婦 

え
み
子
、
二
〇
〇
七
、「
母
親
受
難
」『
正
論
』
四
二
五
。

三
好
奈
加
子
、
二
〇
〇
六
、「
父
の
思
い
出
」『
な
で
し
こ
通
信
』
一
二
。

日
本
時
事
評
論
社
、
二
〇
〇
〇
、「『
男
女
共
同
参
画
』
の
条
例
化
は
疑
問
！

／
『
家
族
解
体
』
と
『
国
力
衰
退
』
を
招
く
危
険
性
」『
日
本
時
事
評
論
』

一
三
六
一
。

―
―
―
―

、
二
〇
〇
二
、「
国
民
の
良
識
を
信
じ
る
の
か
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の

過
激
思
想
に
従
う
の
か
／
男
女
共
同
参
画
の
方
向
性
を
見
極
め
る
時
!!
」

『
日
本
時
事
評
論
』
一
四
六
四
。

―
―
―
―

、
二
〇
〇
三
、「
北
京
会
議
と
男
女
共
同
参
画―

―

そ
の
正
当
性
を

衝
く
（
下
）」『
日
本
時
事
評
論
』
一
五
三
一
。

日
本
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
ａ
、「『
日
本
解
体
』
を
狙
う
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
フ
リ
ー
の
『
本
当
の
恐
ろ
し
さ
』」『
明
日
へ
の
選
択
』
二
〇
七
。

―
―
―
―

、二
〇
〇
三
ｂ
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
教
育
の
恐
る
べ
き
『
弊
害
』」

『
明
日
へ
の
選
択
』
二
〇
八
。

西
川
京
子
・
櫻
井
よ
し
こ
ほ
か
、
二
〇
〇
七
、「
国
家
と
教
育
の
再
生
は
『
家

族
』
か
ら
始
ま
る―

―

国
民
の
覚
悟
も
問
わ
れ
て
い
る
」『
正
論
』

四
二
〇
。

西
川
京
子
・
山
本
和
敏
ほ
か
、
二
〇
〇
三
、「
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
子
供
が

壊
れ
る―

―

男
女
共
同
参
画
の
問
題
点
／
〝
育
児
の
社
会
化
〞
が
子
供

を
壊
す
」『
日
本
の
息
吹
』
平
成
一
五
年
一
〇
月
号
。

斉
藤
孝
恵
、
二
〇
〇
六
、「
夫
婦
の
絆
」『
な
で
し
こ
通
信
』
一
三
。

田
中
直
子
、
二
〇
〇
八
、「
専
業
主
婦
万
歳
！
」『
な
で
し
こ
通
信
』
二
三
。

梅
岡
典
子
、
二
〇
〇
六
、「
命
の
リ
レ
ー
」『
な
で
し
こ
通
信
』
一
四
。

八
木
秀
次
、
二
〇
〇
一
、「
夫
婦
別
姓
の
導
入
に
反
対
し
よ
う
！
」『
日
本
の

息
吹
』
平
成
一
三
年
十
月
号
。

山
谷
え
り
子
、
二
〇
〇
四
、「
私
の
使
命
は
教
育
・
家
族
・
国
な
お
し
」『
明

日
へ
の
選
択
』
二
一
八
。

山
谷
え
り
子
・
林
道
義
、
二
〇
〇
三
、「
家
族
崩
壊
を
許
す
な
」『
諸
君
！
』

三
五
（
四
）。

山
谷
え
り
子
・
猪
野
す
み
れ
、
二
〇
〇
六
、「
目
指
す
の
は
男
女
共
同
〝
家
族
〞

社
会
で
す
」『
正
論
』
四
〇
七
。

山
谷
え
り
子
・
中
條
高
徳
、
二
〇
〇
五
、「
男
女
共
同
参
画
の
欺
瞞
と
驚
愕
の

性
教
育
」『
正
論
』
四
〇
二
。

山
谷
え
り
子
・
高
市
早
苗
・
西
川
京
子
、
二
〇
〇
二
、「
ク
タ
バ
レ
『
夫
婦
別

姓
』―

―

ネ
コ
撫
で
声
の
『
男
女
平
等
』
に
騙
さ
れ
る
ナ
！
」『
諸
君
！
』

三
四
（
三
）。

山
谷
え
り
子
・
高
橋
史
朗
ほ
か
、
二
〇
〇
三
、「
国
自
ら
国
を
滅
ぼ
す―

―

子

育
て
支
援
策
の
大
愚
」『
正
論
』
三
七
〇
。

山
谷
え
り
子
・
八
木
秀
次
、
二
〇
〇
三
、「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
判
対
談 

国
家
・

社
会
規
範
・
家
族
の
解
体
に
税
金
を
使
う
な
！
」『
正
論
』
三
六
六
。
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　Conservatives and conservative associations have attacked the 1999 Basic Law for a 

Gender-equal Society, whose aim was to correct gender discrimination and the gender 

gap from 2000. Today, this force is called “Backlash”, and is supported by housewives 

at the grassroots. Are these women opposed to gender equality, and if so, why? This 

paper explores the reason why some housewives join the backlash, and examines 

gender politics in that backlash. For this purpose, we analyze conservative discourse 

in magazines, newsletters of various associations, and communication magazines of 

grassroots movements.
　As a result of the analysis, we find the following two points. Firstly, while abstract 

arguments that regard the family as the foundation of society and of the state account 

for the vast majority of articles, housewives however emphasize individual experiences, 

such as communication among family members, housekeeping and child-raising. 

Secondly, conservative female intellectuals are observed to have two facets, that of 

the intellectual, and that of the housewife. They describe the stories of their own 

experiences in the family as a housewife, and also discuss their value from the point of 

view of society and state.
　In conclusion, we examine the internal politics of the backlash. There are conflicting 

opinions between housewives and the mainstream of the backlash about the family 

model. However, the two facets of conservative female intellectuals conceal the conflict, 

and assume a pseudo-continuity between housewives’ individual experiences and 

conservative discourse.


